




























形容詞，形容動詞，助動詞という活用語すべてに時制があり，形容詞では ［-ta］ vs. ［-i］，












ら Evidentiality 概念の作動について考えたい。Evidentiality とは，情報の出処を示すこと




制・アスペクト形式を構成する形態素 ［-i］ が Evidentaility 表示機能をも備えているのでは
ないかと考えられる。形態素 ［-i］ とは，動詞の時制・アスペクト形式の ［-te-i-ru］（4） を構
成する ［-i-］ と，形容詞と助動詞の時制形式として現れる ［-i］ のことである。本稿では，
これら，動詞，形容詞，助動詞に共通して現れる形態素 ［-i］ の意味機能を Evidentaility の
観点から考察する。
２．Evidentialityとは
 Alexandra Aikhenvald （2004） は，世界の言語のおよそ四分の一はなんらかのかたちで
文法的 Evidentiality を示していると報告している。ここでは，Alexandra Aikhenvald （同） 

















 これらのパラメータが，firsthand, visual, infer, reported, direct の五種類の evidentials
とともに作用する。first hand evidential とは，見る，聞く，嗅ぐ，味わう，触れる，といっ
た身体感覚を通して情報を獲得することを意味する。また，direct evidential とは話者や
参与者自身の感覚的経験を意味し，多くの場合，vidual evidential と同義である。五種類
の evidentials のはたらきは言語によって 2－5 種類の選択となる。表 1 で示される。
表 1 Semantic parameters in evidentiality systems
I. Visual II. Sensory III. Inference IV. Assumption V. Hearsay VI. Quotative
2 choices firsthand non-firsthand
firsthand non-firsthand
firsthand non-firsthand different system or 〈no term〉
〈no term〉 non-visual 〈no term〉 reported
3 choices direct inferred reported
visual non-visual inferred 〈no term〉
visual non-visual inferred
visual non-visual 〈no term〉 reported
〈no term〉 non-visual inferred reported
4 choices visual non-visual inferred reported
direct inferred assumed reported
direct inferred reported quotative
5 choices visual non-visual inferred assumed reported














図 1 では事態を解釈する概念主体の位置に語り手 （narrator （N）） が位置する。語り手の最




のなかで思い浮かぶさまざまな事態のなかから語り世界 （Narrated World （NW）） に実在
すると主観的に解釈する事態 （Event （E）） を一つ，また一つ，と選択して世界に据え置き






































タ テイタ ル テイル
現実 非プロセス 見做し／非直接 見做し／直接
プロセス 見做し／非直接 非現実 見做し／直接
実在 非プロセス 対象実在判断 対象実在判断




プロセス 遠 隔 乖 離 同位置
主客観性 非プロセス 主 観 主 観
プロセス 主 観 客 観 主　観
時制 非プロセス 過 去 現 在
プロセス 過 去 未 来 現　在
（山本  2010）



































































 以上 ①－⑤ からは，［-teiru］ が反映する事態を同位置に実在すると解釈する言語主体の
態度には，知覚パラメータが作用していることがいえる。また，⑥ の想起とは過去の知覚
体験に基づく知識を根拠にして実在解釈することである。これらから，［-teiru］ について
の Semantic parameters in evidentiality systems は次のようにいえる。













































タとする Evidentiality として現れることは例文を挙げるまでもないだろう。また，【08】 で
は過去の経験から得た知識がパラメータとなっている。したがって，形容詞の ［-i］ につい
ての Semantic parameters in evidentiality systems は次のようにいえる。

























映している。これらから，助動詞の［-i］についての Semantic parameters in evidentiality 
systems は次のようにいえる。




 動詞 ［-teiru］ の ［-i］，形容詞末辞の ［-i］，形容動詞末辞の ［-i］ に共通する形態素 ［-i］ の
意味を求めて Evidentiality の観点から考察した。小説の文章を言語資料として考察した結






















 1． 細江 （1973） では英語の時制形式の真なる意味を時制とすることに全面的に問題を呈している。
 2．Langacker （1991， 2008） では英語の時制形式の意味を事態解釈の観点から説明されている。
 3． 10th Conference Tense, aspect, Modality and Evidentiality （at Birmingham, 18 –20 April 2011） 
では，20以上の言語について80以上のEvidentialityに関する発表が行われた。
 4． 本稿においては ［-teita］ については言及しない。
 5．本稿ではあらゆる品詞における，文末の ［-ta］ に対応する ［-ta］ 以外の形式を ［-ru］ と呼ぶ。




 7． 語り世界の内部から事態を描出する ［-ru］ に対し，［-ta］ によって表出される事態は，語り手が語り
世界を構成する事実として描出したものである。
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